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し
な
が
ら
分
散
投

資
と
長
期
投
資
の

有
効
性
を
説
明
。

後
半
で
は
、
お
金

に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
の
対
策
と
注
意

を
呼
び
か
け
た
。

　

11
月
９
日
に

は
、「
は
じ
め
て
の

資
産
形
成
」
を
テ

ー
マ
に
第
２
回
実

践
編
を
実
施
。
第

３
回
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
編
は
、
12
月

７
日
に
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
講
す

る
。
1
回
の
み
の

受
講
も
可
能
。

　
投
資
や
貯
蓄
に
つ
い
て
、

基
礎
か
ら
実
践
へ
と
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
方
式
で
学
ぶ
「
金

融
リ
テ
ラ
シ
ー
講
座
」（
全
３

回
）
の
第
１
回
初
級
編
が
10

月
５
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
か
れ
た
。

　
同
講
座
は
、
本
学
を
含
む

６
大
学
２
短
大
が
加
盟
す
る

「
千
代
田
区
内
近
接
大
学
の

高
等
教
育
連
携
強
化
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
（
千
代
田
区
キ
ャ

ン
パ
ス
コ
ン
ソ
）」の
協
力
講

座
。
地
域
に
対
す
る
教
育
支

援
活
動
の
一
環
と
し
て
、
加

盟
大
学
の
学
生
や
一
般
の
方

が
対
象
で
、
当
日
は
中
高
生

か
ら
大
学
生
、
社
会
人
ま
で

幅
広
い
層
が
参
加
し
、
学
び

を
深
め
た
。

　
第
１
回
の
テ
ー
マ
は
「
み

な
さ
ん
の
『
ミ
ラ
イ
』
と
『
お

金
』」。
講
師
を
務
め
た
三
井

住
友
信
託
銀
行
の
北
條
佑
宜

さ
ん
は
、
使
う
前
に
貯
蓄
す

る「
先
取
り
貯
蓄
」の
実
践
を

勧
め
た
。ま
た
、デ
ー
タ
を
示

所
有
権
に
つ
い
て
考
え
る

　
｜
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
お
け

　
る
財
産
｜

 

道
垣
内
弘
人 

著

　
社
会
科
学
に
お
い
て
「
所

有
権
」
が
盛
ん
に
論
じ
ら
れ

た
の
は
、
戦
後
、
農
地
改
革

や
財
閥
解
体
が
あ
り
、
さ
ら

に
マ
ル
ク
ス
主
義
の
強
い
影

響
が
あ
っ
た
時
代
で
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
現
在
で
も

書
店
に
行
け
ば
、
哲
学
等
い

ろ
い
ろ
な
分
野
で
「
所
有
」

を
問
題
と
す
る
書
物
が
多
く

出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
こ
で
の
議
論
は
か

つ
て
の
も
の
と
は
異
な
る
問

題
意
識
に
基
づ
く
。
本
書
は

こ
れ
ら
現
代
的
な
問
題
の
い

く
つ
か
を
考
え
て
も
ら
お
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
紙
の
本
は「
所
有
」で
き
る

が
、電
子
書
籍
は
ど
う
か
。ビ

ッ
ト
コ
イ
ン
な
ど
の
暗
号
資

産
は
ど
う
か
。
ほ
か
に
も
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
が
、
私
た
ち

が
当
然
と
考
え
て
い
る「
所

有
」
の
概
念
を
揺
さ
ぶ
る
。

　
高
校
生
向
け
の
特
別
講
義

を
本
に
し
た
も
の
だ
か
ら
、

学
生
の
皆
さ
ん
に
も
読
み
や

す
い
と
思
う
。
手
に
取
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。（
信
山
社
・
税
込
み
１

５
４
０
円
）

　
著
者
（
ど
う
が
う
ち
・
ひ

ろ
と
）
法
科
大
学
院
教
授
。

民
法
。

半
径
５
メ
ー
ト
ル
の
フ
ェ
イ

ク
論
「
こ
れ
、
全
部
フ
ェ
イ

ク
で
す
」

 

岡
田
憲
治 

著

　
本
書
は
、
政
治
、
社
会
、

日
々
の
生
活
に
当
た
り
前
の

こ
と
と
し
て
浸
透
し
て
い
る

大
中
小
の「
フ
ェ
イ
ク
」（
い

か
が
わ
し
き
知
識
や
認
識
）

を
40
個
抽
出
し
た
。
ト
ラ
ン

プ
前
大
統
領
の
発
信
し
た

「
バ
イ
デ
ン
が
大
統
領
選
挙

の
勝
利
を
盗
ん
だ
」
と
い
っ

た
荒
唐
無
稽
な
も
の
を
脇
に

置
い
て
、「
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
教
育
委

員
会
や
学
校
の
下
部
組
織
で

あ
る
」「
自
分
ら
し
さ
を
失

っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
っ

た
、
日
々
の
生
活
者
を
呪
縛

す
る
も
の
の
内
容
を
丁
寧
に

切
り
分
け
て
い
る
。

　
刺
激
的
な
タ
イ
ト
ル
と
は

裏
腹
に
、
本
書
の
目
的
は
著

者
の
価
値
観
で
「
そ
れ
は
フ

ェ
イ
ク
」
と
断
罪
す
る
こ
と

で
は
な
い
。
そ
う
し
た
誤
認

識
が
受
け
入
れ
ら
れ
日
常
に

忍
び
込
む
プ
ロ
セ
ス
を
掘
り

起
こ
し
、
読
者
が
各
々
の
価

値
観
を
通
じ
て
、
再
度
「
自

分
で
判
断
す
る
」
た
め
の
契

機
を
提
供
し
て
い
る
。
高
度

情
報
化
社
会
で
直
面
す
る
こ

の
問
題
を
、
い
ま
一
度
冷
静

に
受
け
止
め
る
た
め
に
必
要

な
一
冊
で
あ
る
。
（
東
洋
経

済
新
報
社
・
税
込
み
１
９
８

０
円
）

　
著
者
（
お
か
だ
・
け
ん
じ
）

法
学
部
教
授
。
政
治
学
。

　メールに「 。」を

つけても「マルハラ」

と言われるほど、何にでもハラスメントを付

ける風潮になったと日々感じる。ハラスメン

トに対して敏感になった一方で、深刻なハラ

スメントを受けて泣き寝入りしている被害者

はどのくらいいるのだろうか。おそらく、声

をあげられる人はごく一部なのだろう。

　もしも、自分自身がハラスメントにあった

としたら、被害を訴えることができるだろう

か。「被害がエスカレートするのではないか」

「話が漏れて興味本位な噂が立つのではない

か」「不利益な対応を受けるのではないか」

「話をする過程で被害を思い出して辛くなり

そうだ」等、マイナスな理由がいくらでも

思い浮かび、心がくじけてしまいそうになる

が、被害に悩む人から話を聞くと、被害を訴

えようと思った理由として、「同じような被害

にあう人を無くしたいから」と言われること

が多い。人は、自分のためよりも他人のため

の行動の方が、力が湧くのかもしれない。他

人を思いやり立ち上がることができる勇気あ

る姿勢には、リスペクトを感じる。

　泣き寝入りをしないため、させないため

に、組織としては、解決までのルールが整備

されていることを周知すること、個人として

は、周囲に悲しい顔をしている仲間がいない

か気にかけて寄り添うことが大事なのではな

いかと考える。まずは、自分ができることか

らはじめていきたい。

　（キャンパス・ハラスメント対策室員

佐々木恭子）

キャンパス・ハラスメント対策室 TEL：044-900-7858
E-mail：camhara@acc.senshu-u.ac.jp

まずは、自分ができることから

　
留
学
先
の
オ
レ
ゴ
ン
大
学

（
米
国
）
で
優
秀
な
成
績
を

修
め
、
成
績
優
秀
者
名
簿
で

あ
る
デ
ィ
ー
ン
ズ
・
リ
ス
ト

（Dean ,s 
List

）
に
選
出
さ

れ
た
と
し
て
、
才
津
真
稀
偲

さ
ん
（
経
営
３
）
に
学
長
賞

が
贈
ら
れ
た
。

　
才
津
さ
ん
は
２
年
次
に
長

期
交
換
留
学
生
と
し
て
留

学
。
経
営
学
部
の
３
年
次
へ

の
進
級
要
件
を
満
た
す
た

め
、秋
タ
ー
ム（
９
〜
12
月
）、

冬
タ
ー
ム（
１
〜
３
月
）と
も

５
科
目
20
単
位
を
履
修
。
す

べ
て
単
位
を
修
得
し
た
。
冬

タ
ー
ム
で
は
優
秀
な
成
績
を

得
た
と
し
て
、デ
ィ
ー
ン
ズ
・

リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
た
。

　
学
長
賞
は
10
月
10
日
、
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
授
与
さ
れ

た
。
佐
々
木
重
人
学
長
は

「
留
学
生
と
い
う
立
場
で
デ

ィ
ー
ン
ズ
・
リ
ス
ト
に
載
る

に
は
、
相
当
努
力
し
た
と
思

わ
れ
る
。
今
後
も
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
た
。

　
才
津
さ
ん
は
「
学
ん
だ
こ

と
を
１
２
０
％
生
か
し
て
、

今
後
も
頑
張
り
た
い
。
専
大

か
ら
留
学
し
た
い
と
い
う
人

が
増
え
る
よ
う
に
、
で
き
る

限
り
お
手
伝
い
を
し
て
い
き

た
い
」
と
語
っ
た
。

　
２
０
２
３
年
６
月
か
ら
24
年
３
月
ま
で
長
期
交
換

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
オ
レ
ゴ
ン
大
学
に
留
学
し
た
才

津
さ
ん
に
、
ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
や
、
そ
こ
で
得
た

も
の
な
ど
を
聞
い
た
。■　

■
　
■

　
将
来
、
海
外
で
働
く
こ
と
を
見
据
え
、
１
年
間
の

長
期
留
学
に
挑
み
ま
し
た
。
英
語
は
勉
強
し
て
き
た

つ
も
り
で
し
た
が
、
ど
こ
ま
で
通
用
す
る
の
か
、
友

達
は
で
き
る
の
か
不
安
で
し
た
。

　
最
初
の
３
カ
月
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら
語
学

学
校
に
通
い
ま
し
た
。
英
語
に
慣
れ
、
徐
々
に
友
達

を
増
や
し
て
活
動
を
広
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　
秋
以
降
の
正
規
授
業
で
は
「
学
び
た
い
こ
と
を
学

ぼ
う
」
と
、
経
済
学
、
経
営
学
な
ど
の
ほ
か
、
言
語

学
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
専
門
外
の
科
目
も
履

修
し
ま
し
た
。

授
業
は
教
員
と

の
対
話
が
基
本

で
、
質
問
し
や

す
い
環
境
で
し

た
。

そ

こ

で

私
も
遠
慮
せ
ず

に
、
分
か
ら
な

い
こ
と
は
な
ん

で
も
聞
き
返
す

よ
う
に
し
ま
し

た
。
私
が
ノ
ン

ネ
ー
テ
ィ
ブ
だ
と
分
か
っ
て
い
る
の
で
、
相
手
も
対

応
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

　
オ
レ
ゴ
ン
大
学
で
は
タ
ー
ム
ご
と
に
成
績
優
秀
者

（
12
単
位
以
上
修
得
し
、
か
つ
Ｇ
Ｐ
Ａ
３
・
75
以

上
）
が
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。
冬
タ
ー
ム
で
選

ば
れ
た
と
き
は
「
ま
さ
か
自
分
が
」
と
信
じ
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
実
は
秋
タ
ー
ム
の
成
績
が
あ
ま
り
良

く
な
く
て
、
そ
こ
で
奮
起
し
ま
し
た
。
授
業
や
課
題

の
ス
タ
イ
ル
に
慣
れ
、
効
率
よ
く
勉
強
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

　
勉
強
ば
か
り
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
で
の
大
学
生
活

も
楽
し
み
ま
し
た
。
課
外
活
動
で
は
、
日
本
文
化
を

紹
介
す
る
学
生
機
関
に
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
参
加
。

２
週
間
に
１
度
日
本
に
関
連
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
く

の
で
す
が
、
私
は
成
人
式
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
担
当
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
学
ん
だ
経
営
学

を
用
い
て
、
集
客
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

実
践
す
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
留
学
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
広
げ
、
多
く
の
人
と

関
わ
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
私
自
身
、
視
野
が
広
が

り
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
も
選
択
肢
が
増
え

ま
し
た
。
同
時
に
日
本
に
つ
い
て
語
る
機
会
が
増

え
、
日
本
の
良
さ
を
再
認
識
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。
語
学
力
も
鍛
え
ら
れ
、
限
ら
れ
た
時
間
で
効
率

的
に
勉
強
す
る
た
め
の
タ
ス
ク
化
に
も
取
り
組
め
ま

し
た
。
自
分
が
一
歩
踏
み
出
せ
る
た
め
の
力
を
得
ら

れ
た
、
そ
れ
が
私
の
１
年
の
留
学
の
成
果
で
す
。

佐々木学長（右）から学長賞が贈られた

中高生から社会人まで幅広い層が受講した第１回初級編

千
代
田
区
キ
ャ
ン
パ
ス

コ
ン
ソ
協
力
講
座

金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
学
ぶ

才
津
さ
ん 

に
学
長
賞

（経営３）

留
学
先
で
優
秀
な
成
績

オ
レ
ゴ
ン
大
学
に
長
期
交
換
留
学

才
津 
真
稀
偲
さ
ん

　箏、三味線、尺八の和楽器三種を演奏する三曲研究会（森岡未有代表・文

３）が10月20日、川崎市高津市民館で54回目の定期演奏会を開いた。

　ホールでの定期演奏会は５年ぶり。約20人の部員は「都の春」や「八千代獅

子」などの古典曲や「さんさんさくら」などの現代曲を織り交ぜ、全10曲を披

露。約100人の聴衆が和楽器の雅な音色を楽しんだ。

留
学
先
の
オ
レ
ゴ
ン
大
学
で

経
済
・
小
西
准
教
授
が

若
手
研
究
者
奨
励
賞

日
本
財
政
学
会

　
小
西
杏
奈
経
済
学
部
准
教

授

写
真

が
、
日
本
財
政

学
会
に
新
設
さ
れ
た
若
手
研

究
者
奨
励

賞
を
受
賞

し
た
。

　
小
西
准
教
授
は
財
政
学
・

フ
ラ
ン
ス
財
政
史
が
専
門
。

１
９
５
０
〜
60
年
代
の
仏
欧

の
税
制
に
関
す
る
１
次
資
料

を
用
い
た
精
緻
な
歴
史
研
究

と
活
発
な
国
際
学
術
交
流
活

動
が
評
価
さ
れ
た
。

　
10
月
12
、
13
日
開
催
の
日

本
財
政
学
会
第
81
回
全
国
大

会
で
授
賞
式
が
行
わ
れ
た
。

就
職
だ
よ
り

　〈
４
年
次
生
へ
〉
進
路
決

定
者
は
「
進
路
届
」
を
就
職

支
援
シ
ス
テ
ム
「
Ｓ-

ｎ
ｅ

ｔ
」
も
し
く
は
キ
ャ
リ
ア
形

成
支
援
課
窓
口
に
て
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。「
ｉ
ｎ 

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｕ
ｓ
」
か
ら
「
就

職
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
回
答
に

も
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　〈
３
年
次
生
へ
〉「
オ
ン
ラ

イ
ン
企
業
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」

が
11
月
11
日
か
ら
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
業
界
を
け
ん
引
す

る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ

ー
や
卒
業
生
が
活
躍
す
る
企

業
な
ど
が
参
加
し
、秋
・
冬
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
オ
ー

プ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
に
つ
い
て

の
有
益
な
情
報
も
得
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
詳
細
は

「
Ｓ-

ｎ
ｅ
ｔ
」
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

視野広げ、一歩踏み出す力得る

三曲研究会 第54回定期演奏会三曲研究会 第54回定期演奏会

申
し
込
み
は

　
　
コ
チ
ラ
⇩


